
IT ふたば会（プラザ） 
ミニ講座手順書 

  1/4 

Windows-XP 面白活用 

 
１ ショートカットやフォルダのアイコンを変える 

デスクトップなどに表示する、ショートカットやフォルダのアイコンは自分好みに、簡単

にイメージを変えることが出来ます。 

最初に、「My Video」へのショートカットと、旅行という「フォ

ルダ」をデスクトップに作成する。 
  

（１）ショートカットのアイコン（イメージ）を変える 
① イメージを変えたいショートカット（My Video）を右クリックし、「プロパティ｣

を選択する。 

② ダイアログの「ショートカット」タブを開き、

「アイコンの変更」ボタンをクリック。 

③ 「アイコンの変更」ダイアログ（右図）の中か

ら、アイコンのイメージを選んで「OK」をクリ

ックする。続いて「OK」で終了。 

                    

 

 

（２）フォルダのアイコン（イメージ）を変える 
① イメージを変えたいフォルダ（旅行）を右クリックし、「プロパティ｣を選択する。 

② ダイアログの「カスタマイズ」タブを開き、「アイコンの変更」ボタンをクリック。 

③ 「アイコンの変更」ダイアログ（上記(1)-③と同じ画面）の中から、アイコンの

イメージを選んで「OK」をクリックする。続いて「OK」で終了。 

    

 
 

〔参考〕 文書ファイルなど、通常のファイルのアイコンイメージは、その拡張子と関連づ

けられたプログラムで決まっている。従って、「Word」や「Excel」などのファイルイメ

ージを変更するのは難しい。 
 

２ 画像ファイルでアイコンを自作する 
上記１で、ショートカットやフォルダのアイコンイメージを変える方法を紹介しましたが、

ここでは、自分でアイコンイメージを作ってみましょう。 

最初に、拡張子が表示される設定にしておきます。 
（ⅰ）マイコンピュータを開き、「ツール」－「フォルダオプション」を選択 
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（ⅱ）「フォルダオプション」ダイアログの「表示」タブを開き、「登録されている拡張子

は表示しない」のチェックを外す。 

（１）アイコンを作る 
① 「アイコン」にしたいデジカメ写真（画像なら何でも可）

を「ペイント」で読み込む。（右図） 
  （講習会では、画像「風景」を使用する） 

② 読み込んだ画像を「デスクトップ」に「名前をつけて保

存」する。このときに、「ファイルの種類を「24 ビット 

ビットマップ（*.bmp,*.dib）」と指定すること。 

 

③ ②で保存した画像（拡張子が.bmp となっている。風景.bmp）を右クリックして「名

前の変更」を選び、拡張子「bmp」を「ico」に変更する。（アイコン完成） 
                 

 
 

 

（２）アイコンを変更する 
① アイコンの変更を適用したい、ショートカット又はフ

ォルダを選び、上記１－(１)又は(２)の方法で、「アイ

コンの変更」ダイアログを開き、「参照」ボタンをク

リックする。（上記 1-(2)の旅行フォルダを変更する） 

② 「旅行 フォルダのアイコンの変更」ダイアログで、

「デスクトップ」を選び、表示された「ディスクトップ」のアイコン一覧から、目的

のアイコンファイルを選択（講習会では、「風景.ico」を選択）し、「開く」をクリッ

クする。 

③ 「旅行 フォルダのアイコンの変更」画面(右
図)で、再度、目的のアイコンを選択し、「OK」

をクリックする。続いて「OK」で終了する。 

       
 
 
 

３ フォルダに好みの画像を貼り付ける 
フォルダアイコンに好きな画像を貼り付けることが出来ます。 ファイルをジャンル別に

分けてフォルダに保存する場合など、フォルダイメージがジャンル別に表示されるので判別

に便利です。 

「旅行」フォルダのアイコンが変わった 

拡張子を bmp から ico に変える 
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① フォルダを作成する。（「新しいフォルダ」の名前を「花の写真」に変更する） 

② 作成したフォルダ（花の写真）

を右クリックして[プロパティ]
を選び、[カスタマイズ]タブを開

いて「画像の選択」ボタンをク

リックする。 

③ 「ファイルの参照」ダイアログ

で、画像ファイル（画像フォル

ダの「ばら」）を選び「開く」ボ

タンをクリックし（右図）、「OK」

で終了する。 

 

〔参考〕通常、フォルダを「縮小版」表示にすると、画像がサムネイル表示される（収納され

ているファイルが画像の場合）が、中身が変わるとサムネイル画像も変わる。  
画像を貼り付けた場合は常に同じ画像が表示される。また、Word や Excel ファイルを

収納しているフォルダの場合にも、画像を表示することが出来る。 
 

４ フォルダに好みの画像を貼り付ける（その２） 
上記３よりも一段と簡便な方法です。 
① 新しいフォルダを「ｍｙ Document」内に作成する。（フォルダ名を「Pet」とする。） 

② 「Pet」フォルダアイコンに表示したい画像を、そのフォルダ内にコピーし「folder.jpg」

という名前に変更する。（「拡張子を表示しない」設定の場合は「.jpg」を付けないように注意。） 

 

 

 

 

(注意) この方法の場合、誤ってファイルの中にある「folder.jpg」を削除すると、表示され

なくなるので、要注意です。 
「bmp」で表示すると、フォルダの画像表示が小さくなる（一面に表示されない）

ことがある。 
 

５ 画像ファイルを右クリックメニューで簡単に縮小する（縮小ソフト不要） 
画像ファイルの容量を小さくする（画像サイズを縮小、又は JPEG ファイルに変換する）

には、通常、専用のソフトを使って行いますが、Windows の標準機能を使っても、簡単に画

像ファイルのサイズを縮小し、JPEG ファイルに変換することが出来ます。  

① 画像ファイル（凱旋桜）を右クリックし、「送る」－「メール受信者」を選ぶ。 

②「電子メール経由でのイメージの送信」ダイアログで、「イメージをすべて小さくする」

（貼り付け結果は、縮小表示のときに有効となる） 

コピー 表示 
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をオンにする。  

③「詳細オプションの表示」ボタンをクリック

し、「イメージを下のサイズにする」（右図）

で画像サイズを選択し、「OK」する。（添付

ファイル付きのメールが作成される。） 

④ メール画面で「ファイル」－「添付ファイ

ルの保存」を選んで、画像をファイルとして

保存する。（講習会では、保存先をデスクトップとする。） 

画像サイズが縮小され JPEG 形式に変換されたファイルが保存される。 

⑤ 作成されたメールメッセージを削除する。  

〔参考〕画像の形式が、ビットマップ形式であっても、上記の方法によって、縮小して JPEG
画像で保存することが出来ます。 

 

６ 画像ファイルの情報をポップアップで表示させる 
デジカメ写真を撮影した時の、コメントなどを書き込んでおくと、マウスカーソルをフ

ァイルの上に置くだけで、書き込んだコメントなどをポップアップ表示させることが出来

ます。コメントを見て、どんな画像かを知ることも出来ます。 

① 画像ファイル（凱旋桜）を右クリックし、「プロパティ」を選ぶ 

②「概要」タブを開き（簡易設定の状態にすること（下左図））、「タイトル」や「コメ

ント」の欄に入力し、「OK」をクリックする。 

③ マウスカーソルをファイル（凱旋桜）の上に置くと、コメントがポップアップ表示

される。（下右図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
④ コメントを入力した直後は、ポイントしてもコメントが表示されない場合がある。

そのときは、一度フォルダを閉じて、再度開くと表示されることがある。 
以上 
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